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学位論文題名 

深層学習を用いた医用画像データからの患者体重推定に関する研究 

当審査は令和６年１月２４日実施の公開発表にて行われた。（出席者 70 名） 

患者体重は，computed tomography（CT）検査における造影剤投与量の算出や被ばく線量管理を

行う上で不可欠な体格指標である。しかし，救急医療を中心に，体重計を使用した測定や問診時

に患者から聴取することが困難な場合がある。また，体重測定に要する僅かな時間の損失が患者

の予後に大きく影響し，体重測定にともなう医療従事者の負担が救急医療のマンパワー不足を加

速させる恐れがある。医療従事者は，目視による患者体重の推定を代替手法として用いているが，

その精度は十分でない。先行研究では，腹囲や大腿径を用いた回帰式や,CT 横断像上の解剖学的

計測指標を用いた回帰式を提案しているが，いずれも手動による計測が必要であり，診断や治療

の遅延や医療従事者の負担が懸念され，精度向上の余地がある。したがって，高精度かつ迅速な

患者体重手法の発展が待たれている状況にある。 

本論文は，このような現況にある患者体重推定について，画像診断のために撮影された医用画

像を副次的に利用し，深層学習の一種である畳み込みニューラルネットワークを用いて患者体重

を直接推定する新たな手法を確立するものである。提案手法は，患者体重推定の精度向上，救急

医療における医療従事者の負担軽減，診療フローの円滑化に寄与する。発表は以下の２項目から

構成された。 

１）「深層学習による CT 位置決め画像を用いた患者体重推定手法」では，畳み込みニューラルネ

ットワークの教師あり学習を行い，胸部および腹部の CT 位置決め画像を入力，患者体重を出力と

するモデルを作成した。CT 位置決め画像は，撮影範囲や条件設定のために CT 検査の最初に必ず

撮影される画像であり，その利用により，CT 横断像と比べて高い汎用性が期待できるという特徴

がある。また，通常大きな有効視野を用いて撮影されることからトランケーションの影響を受け

にくいという利点がある。提案手法の平均絶対誤差および二乗平均平方根誤差は，胸部 CT 位置決

め画像に対して 2.75 kg，3.62 kg であり，腹部 CT 位置決め画像に対して 4.77 kg，5.97 kg であ

った．腹囲や大腿周囲径の手動計測を必要とする先行研究では，誤差が±10 kg を超える症例は

全体の十数パーセントから二十数パーセントを占めていたが，完全自動で患者体重を推定可能な

提案手法は，胸部および腹部のいずれにおいても 10%以内であり，先行研究と比較して，高精度

かつ迅速な患者体重推定を可能にする有望な手法であることが実証された。 

２）「X 線 CT 検査における体重不詳患者の被ばく線量管理」では，深層学習を用いて医用画像デ

ータから算出した推定体重が，実測体重の代替として臨床的に使用可能であるかについて検討し

た。胸部 CT 撮影において，実測体重および胸部 CT 位置決め画像から算出した推定体重は，診断

参考レベルにおいて管理すべき指標として定められている線量指標との相関関係が同程度である

ことを示した。また，体重群別に線量指標を比較したところ，実測体重を用いた場合と推定体重

を用いた場合で同等の結果が得られることの証明に成功している。以上より，提案手法により算



出した推定体重は，体重不詳患者の被ばく線量管理において，実測体重の代替となり得る精度を

約束することが実証された。 

これを要するに，著者は，医用画像を用いた患者体重の自動推定手法に関する重要な知見を得

た。提案手法は，救急患者に代表される体重不詳患者の造影剤投与量の算出や，被ばく線量管理

への応用が期待される技術であり，保健科学分野における医用画像の新たな価値の創造に対して

貢献するところ大いなるものがある。 

よって著者は，北海道大学博士（保健科学）の学位を授与される資格あるものと認める。 


